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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

意
欲
あ
る
大
学
や
高
等
専
門

学
校
が
、
将
来
を
見
越
し
て

学
部
転
換
な
ど
の
改
革
に
踏

み
切
れ
る
よ
う
設
け
ら
れ
た

支
援
２
本
柱
の
１
つ
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
・
地
球
を
傷

つ
け
な
い
グ
リ
ー
ン
化
を
目

指
す
未
来
社
会
へ
向
け
て
、

大学イメージ写真

ニュースガイド
２面　小澤教授ら溶接学会奨励賞／

岡本研究員ら低重力下の超高

速度衝突実験装置を開発／矢

沢准教授に海水学会賞／ミニ

ドローン世界大会で航空工学

研２位／全日本理工科柔道で

佐野選手優勝

３面　ロボカップ'23世界大会でCIT 
Brains ２位／音響・中村さ

ん学生優秀発表賞／髙橋さん

若手優秀講演フェロー賞／大

坪さん初の男性千葉港大使に

４面　８月オープンキャンパス

　〈
支
援
１
〉
は
、
デ
ジ
タ

ル
・
グ
リ
ー
ン
な
ど
の
成
長

分
野
を
け
ん
引
す
る
高
度
専

門
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

　
中
央
チ
ベ
ッ
ト
政
権
（
Ｃ

Ｔ
Ａ
）
の
ノ
ル
ジ
ン
・
ド

ル

マ
情
報
・
国
際
関
係
省
大
臣

が
来
日
し
、
７
月
13
日
、
津

田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
号
館

３
階
大
教
室
で
「
チ
ベ
ッ
ト

と
国
際
社
会
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
会
場
に
は
学
生
・

教
職
員
ら
約
２
５
０
人
が
集

ま
っ
て
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。

　
Ｃ
Ｔ
Ａ
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

法
王
の
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
権

の
正
式
名
称
で
、
２
０
２
２

年
９
月
に
は
ペ
ン
パ
・
ツ
ェ

リ
ン
主
席
大
臣
も
本
学
で
講

演
し
て
い
る
。

　
ド
ル
マ
大
臣
は
英
語
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
で
「
千
葉
工
大

は
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
留
学
生
を

受
け
入
れ
、
勉
強
の
機
会
を

与
え
て
く
れ
て
い
る
。
特
別

な
つ
な
が
り
が
チ
ベ
ッ
ト
の

人
々
と
の
間
に
あ
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
説
明
。

チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
や
亡
命
政

権
樹
立
の
過
程
な
ど
に
触
れ

た
上
で
「
チ
ベ
ッ
ト
と
国
際

社
会
の
つ
な
が
り
が
強
固
に

な
っ
た
。
人
権
、
民
主
主

義
、
自
由
の
戦
い
の
中
で
チ

ベ
ッ
ト
の
支
援
者
、
友
人
の

役
割
は
大
変
重
要
だ
」
と
訴

え
た
。

　
ま
た
、「
チ
ベ
ッ
ト
の
戦

い
は
、
現
代
に
お
い
て
最
も

長
く
続
く
非
暴
力
的
な
自
由

の
た
め
の
闘
争
だ
。
人
権
、

民
主
主
義
、
自
由
が
最
優
先

と
さ
れ
、
誠
実
に
チ
ベ
ッ
ト

を
支
持
し
て
く
れ
る
人
々
が

い
る
こ
と
を
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
国

際
的
な
連
帯
や
支
援
が
重
要

で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、

参
加
し
た
学
生
が
「
日
本
｜

チ
ベ
ッ
ト
関
係
の
特
徴
は
何

か
」「
チ
ベ
ッ
ト
の
若
い
世

代
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関

心
が
あ
る
の
か
」
と
英
語
で

質
問
し
、
ド
ル
マ
氏
は
歴
史

的
経
緯
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら

丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

　
講
演
後
に
は
、
本
学
に
留

学
中
の
チ
ベ
ッ
ト
学
生
ら
と

懇
談
し
た
。

未
来
社
会
へ
、基
金
で
助
成

情報変革科学部を支援
　
２
０
２
４
年
４
月
に
開
設
す
る
本
学
「
情
報
変
革
科
学
部
」
が
７
月
21
日
、
文
部
科
学
省
が
公
募
し
た
令
和
５

年
度
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
の
「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長
分
野
へ
の
転
換
等
に
係
る
支
援
〈
支

援
１
〉」
に
選
定
さ
れ
た
。

文科省

　
本
学
が
新
た
に
展
開
す
る

「
情
報
変
革
科
学
部
」
は
、

最
先
端
の
サ
イ
バ
ー
×
フ
ィ

ジ
カ
ル
社
会
を
支
え
る
よ

う
、
基
板
技
術
・
応
用
技
術

に
つ
い
て
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
変
化
の
激
し
い
世
界
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
設
計
開
発
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
次
の
環
境
を
重
視
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
●

教
育
環
境
整
備

　
通
信
容
量
の
拡
大
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に

耐
え
う
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
へ
一
新
し
、
通
信
容
量
を

大
き
く
引
き
上
げ
て
運
用
す

る
。
ま
た
、
遠
隔
地
と
の
双

方
向
授
業
が
で
き
る
よ
う
教

室
設
備
の
更
新
、
高
性
能
な

サ
ー
バ
ー
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
導
入
な
ど
も
予
定
し
て
い

る
。

　
学
外
と
の
連
携
で
は
、
地

域
関
連
企
業
と
の
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
る
千
葉
工
業
大

学
産
官
学
連
携
協
議
会
と
の

定
期
的
な
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
本
学
の
人
材
育
成
の
一

助
と
す
る
ほ
か
、
新
た
に
雇

用
す
る
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
新
職
種
の

国
が
設
け
た
基
金
か
ら
学
部

再
編
経
費
な
ど
が
一
定
期

間
、
助
成
さ
れ
る
。

　
本
学
の
情
報
変
革
科
学
部

は
、
未
来
へ
変
革
を
リ
ー
ド

で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
、
▽
情
報
社
会
に
お
け

る
事
象
を
工
学
的
・
科
学
的

な
視
点
で
捉
え
る
能
力
▽
情

報
の
科
学
的
な
理
解
に
基
づ

く
数
理
知
識
や
情
報
技
術
を

適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し

て
、
情
報
社
会
の
環
境
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
た
情
報
技

術
の
変
革
を
図
る
創
造
的
な

能
力
と
実
践
的
な
態
度
｜
｜

の
習
得
を
め
ざ
す
。

　
開
発
中
の
新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
言
語
や
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
な
ど
実
践

的
な
情
報
工
学
を
基
に
、
各

学
年
に
演
習
・
実
習
・
実
験

科
目
を
配
置
。
21
年
に
設
立

し
た
「
変
革
セ
ン
タ
ー
」
と

連
携
し
た
教
育
を
展
開
し
て

い
く
。

留
学
生
受
け
入
れ
に
感
謝

チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
権
大
臣　

本
学
で
講
演

専
門
的
人
材
）
を
活
用
し
、

研
究
開
発
事
業
へ
の
応
募
と

企
業
と
の
研
究
シ
ー
ズ
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る
。

　
●

特
徴
的
な

　
　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

国
立
開
発
研
究
法
人
情
報
通

信
研
究
機
構
と
連
携
し
て
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
関
す
る
科
目
の
教
材
を
作

成
す
る
。

　
ま
た
、
入
学
初
年
度
の
基

礎
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
教

育
で
は
、
企
業
と
も
連
携
し

たe-Learning

を
導
入
。
さ

ら
に
、
最
新
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
言
語
を
教
育
に
取
り
入

れ
、
現
在
、
本
学
変
革
セ
ン

タ
ー
と
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
が
共

同
で
開
発
し
て
い
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
本
学
版
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
を
計
画
し
て
い

る
。

ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
両
面

環
境
を
整
え
る
必
要

講演するドルマ大臣と、会場を埋めた学生・教職員たち
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世

界

大

会
（IFAC 

World 

Congress2023
IFAC

と

日
本
学
術
会
議
が
主
催
し
７

月
９
〜
14
日
、
横
浜
市
の
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
）
の

ミ
ニ
ド
ロ
ー
ン
コ
ン
ペ
部
門

で
、
本
学
文
化
会
の
航
空
工

学
研
究
会
（
山
本
真
太
郎
部

長

未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
３
年

ら
３
人
）
と
大
学

院
生
の
４
人
チ
ー
ム
が
２
位

に
入
賞
し
た
。
航
空
工
学
研

は
過
去
２
回
、
同
大
会
に
出

場
し
、
２
０
１
９
年
に
優

勝
、
21
年
に
３
位
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
回
の
４
人
は
、
部
長
の

山
本
さ
ん
▽
玉
井
優ゆ

う

夏か

さ
ん

（
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
２
年
）

▽
中
山
七な

な

海み

さ
ん
（
未
来
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
３
年
）

に
、
院
生
の
小
川
達
也
さ
ん

（
機
械
電
子
創
成
工
学
専
攻

修
士
１
年
）
が
加
わ
っ
た
。

　
出
場
コ
ン
ペ
は
ラ
イ
ン
を

な
ぞ
る
競
技
。
地
面
の
ラ
イ

ン
を
ド
ロ
ー
ン
が
追
跡
し
、

円
形
マ
ー
カ
ー
に
着
陸
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
実
装

し
、
そ
の
完
成
度
を
競
う
。

最
初
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ウ
ン
ド
で
競
い
、
上
位
チ

ら
海
域
へ
の
物
質
輸
送
に
お

よ
ぼ
す
腐
植
物
質
の
理
化
学

的
影
響
評
価
に
関
す
る
研

究
」
に
対
し
、
日
本
海
水
学

会
賞（
研
究
賞
）を
贈
っ
た
。

同
学
会
の
第
74
年
会
で
授
賞

式
が
あ
っ
た
。

　
受
賞
研
究
は
、
房
総
半
島

の
養
老
川
や
小お

櫃び
つ

川
流
域
、

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

の
岡
本
尚
也
研
究
員
ら
の
研

究
チ
ー
ム
は
、
低
重
力
下
で

超
高
速
度
衝
突
実
験
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
装
置
の
開
発

に
成
功
し
、
乾
燥
し
た
粒
状

物
質
へ
の
超
高
速
度
衝
突
で

形
成
さ
れ
る
ク
レ
ー
タ
ー
直

径
に
対
し
、
重
力
と
標
的
粘

着
力
の
影
響
が
逆
転
す
る
領

域
を
初
め
て
実
験
的
に
観
察

し
た
。
微
小
重
力
下
で
の
衝

突
現
象
の
解
明

に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
研
究
チ
ー
ム

は
、
立
命
館
大

理
工
学
部
の
木

内
真
人
助
教
、
東
北
大
大
学

院
理
学
研
究
科
の
長
足
友
哉

研
究
員
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科

学
研
究
所
の
長
谷
川
直
主
任

研
究
開
発
員
、
神
戸
大
大
学

院
理
学
研
究
科
の
中
村
昭
子

准
教
授
と
山
口
祐
香
理
大
学

院
生
ら
で
構
成
。
研
究
成
果

は
７
月
５
日
に
米
科
学
誌
イ

カ
ロ
ス
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
小
惑
星
や
彗
星
な
ど
の
小

天
体
に
は
、
太
陽
系
形
成
初

期
の
情
報
が
保
存
さ
れ
、
小

天
体
の
形
成
過

程
や
進
化
史
を

理
解
す
る
こ
と

は
太
陽
系
の
歴

史
を
ひ
も
と
く

こ
と
に
つ
な
が

る
。
小
天
体
を

含
む
太
陽
系
天
体
の
表
面
で

は
外
部
天
体
の
超
高
速
度
衝

突
（
秒
速
数
㌔
〜
数
十
㌔
）

が
継
続
的
に
起
き
て
お
り
、

表
面
地
形
の
変
化
や
物
質
の

混
合
、
天
体
破
壊
な
ど
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
。

　
宇
宙
空
間
で
の
衝
突
現
象

を
理
解
す
る
た
め
、
室
内
実

験
や
数
値
計
算
を
も
と
に
し

た
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
重
力
が
衝
突
現
象

に
与
え
る
影
響
は
詳
し
く
理

解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
岡

本
氏
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
低

重
力
条
件
を
模
擬
で
き
る
小

型
の
落
下
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
低
重
力
下
で
の
超
高
速

度
衝
突
実
験
を
実
施
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
粒
状
物
質
に

対
し
て
低
重
力
下
で
実
験
を

し
た
結
果
、
粒
径
が
小
さ
い

標
的
試
料
で
は
粘
着
力
の
影

響
が
支
配
的
に
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
低
重
力
下
で
形
成

さ
れ
た
粒
状
物
質
の
ク
レ
ー

タ
ー
は
地
球
上
と
同
じ
重
力

下
で
形
成
さ
れ
た
粒
状
物
質

の
ク
レ
ー
タ
ー
よ
り
必
ず
し

も
大
き
く
は
な
ら
な
い
と
の

重
要
な
事
実
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
重
力
と
粘
着
力
の
影

響
が
逆
転
す
る
領
域
を
実
験

的
に
観
察
し
、
そ
の
境
界
条

件
を
定
量
的
に
決
定
し
た
。

　
研
究
成
果
は
、
地
球
と
は

異
な
る
重
力
下
で
の
ク
レ
ー

タ
ー
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理

解
を
進
歩
さ
せ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
今
回
の
地
上
実
験

デ
ー
タ
と
小
天
体
の
直
接
探

査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
太
陽
系

の
形
成
過
程
な
ど
の
研
究
が

進
む
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

低重力下での
超高速度衝突

岡
本
研
究
員
ら
実
験
装
置
開
発

太
陽
系
形
成
過
程

▼
　解
明
へ
後
押
し

　
第
64
回
全
日
本
理
工
科
学

生
柔
道
優
勝
大
会
が
６
月
25

日
、
講
道
館
（
都
内
文
京

区
）
に
国
公
私
立
34
大
学
が

集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　
本
学
体
育
会
柔
道
部
（
石

井
隆
太
郎
主
将

生
命
科
学

科
４
年
、
部
員
28
人
）
は
男

子
有
段
軽
量
の
部
で
佐
野
翔

太
選
手
（
知
能
メ
デ
ィ
ア
工

学
科
２
年
）
が
優
勝
、
木
内

乾
舟
選
手
（
電
気
電
子
工
学

科
２
年
）
が
３
位
。
女
子
の

部
で
は
本
山
小
恭
選
手
（
金

融
・
経
営
リ
ス
ク
科
学
科
２

年
）
が
連
覇
を
逃
し
準
優
勝

し
た
。

　
男
子
軽
量
の
部
決
勝
戦

（
試
合
時
間
３
分
）
で
、
左

組
み
の
佐
野
選
手
は
、
右
組

み
の
相
手
と
ケ
ン
カ
四
つ
。

佐
野
選
手
は
相
手
の
奥
襟
を

取
っ
て
十
分
引
き
寄
せ
、
内

股
、
大
内
刈
り
、
右
一
本
背

負
い
な
ど
連
続
技
を
仕
掛
け

て
激
し
い
攻
防
と
な
っ
た
が

決
め
手
が
な
く
、
時
間
無
制

限
の
延
長
戦
に
。
佐
野
選
手

は
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
49

秒
、
得
意
技
の
内
股
を
見
事

に
決
め
て
一
本
勝
ち
し
、
優

勝
を
も
ぎ
取
っ
た
。

　
佐
野
選
手
の
話
　
団
体
戦

で
貢
献
で
き
ず
悔
し
い
で
す

が
、
個
人
戦
で
勝
て
て
今
井

学
監
督
（
監
査
室
）
や
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
に
伝
統
校
と
し
て
の

意
地
を
示
せ
た
の
で
は
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
坂
本
幸
弘

部
長
（
先
端
材
料
工
学
科
教

授
）、
金
子
満
男
先
生 

（
元

同
窓
会
事
務
局
）、 

須
長
悌

治
先
生
ら
の
ご
指
導
の
お
陰

で
す
。
須
長
先
生
の
「
勝
敗

は
別
に
し
て
、
勝
負
で
は
負

け
な
い
よ
う
正
々
堂
々
戦
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉

で
、
休
ま
ず
攻
め
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

男
子
軽
量
・
佐
野
選
手
が
優
勝

女
子
・
本
山
選
手
２
位
　▼
　全
日
本
理
工
科
柔
道

　
海
水
や
塩
な
ど
、
海
の
事

象
を
探
求
す
る
日
本
海
水
学

会
は
６
月
８
日
、
矢
沢
勇
樹

・
応
用
化
学
科
准
教
授

写

真

が
発
表
し
た
「
流
域
か

　
溶
接
学
会
の
溶
接
法
研
究

委
員
会
は
８
月
８
日
、
小
澤

俊
平
・
先
端
材
料
工
学
科
教

授

写
真

ら
７
人
の
共
同

研
究
「
高
マ
ン
ガ
ン
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
の
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
時
に

お
け
る
硫
黄
含
有
量
が
溶
け

込
み
深
さ
に
及
ぼ
す
影
響
」

に
対
し
て
溶
接
物
理
・
技
術

奨
励
賞
を
贈
っ
た
。

　
７
人
は
小
澤
教
授
と
日
鉄

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
３

人
、
大
阪
大
２
人
、
国
立
研

究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術

研
究
開
発
機
構
の
１
人
。

　
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉

（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の
超
伝
導
ケ

ー
ブ
ル
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
高

マ
ン
ガ
ン
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
を

Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
（
タ
ン
グ
ス
テ

ン
電
極
を
使
い
不
活
性
ガ
ス

で
溶
接
部
を
遮
蔽
し
な
が
ら

溶
接
す
る
方
法
）
で
製
造
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
材
料
成

分
が
わ
ず
か
に
異
な
る
だ
け

で
溶
接
形
状
が
変
化
す
る
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
共
同
研
究
で
は
高
温
融
体

の
表
面
張
力
測
定
、
溶
接
プ

ロ
セ
ス
観
察
、
数
値
計
算
な

ど
が
得
意
な
小
澤
教
授
ら
７

人
が
連
携
し
て
、
溶
接
形
状

変
化
の
原
因
が
、
材
料
に
１

０
０
万
分
の
１
レ
ベ
ル
で
含

ま
れ
る
不
純
物
の
硫
黄
に
よ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

普
段
、
個
々
の
分
野
を
追
究

前列右から３人目が佐野翔太選手。

左隣が本山小恭選手

陸
の
腐
植
物
質
と
、豊
か
な
海

矢
沢
准
教
授
　▼
　海
水
学
会
賞
受
賞

岡本研究員

核
融
合
実
験
炉

超伝導ケーブルの
溶接改善へ奨励賞
小澤教授ら７人　▼　連携研究実る

し
て
い
る
研
究
者
同
士
が
う

ま
く
連
携
し
た
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
な
り
得
る
と
い
う
。

　
小
澤
教
授
は
「
今
後
も
内

外
と
の
共
同
研
究
を
促
進

し
、
課
題
解
決
や
新
し
い
材

料
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
通
し

て
本
学
の
研
究
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
我
が
国
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
語
っ
た

　
ド
ロ
ー
ン
の
性
能
を
３

種
目
の
コ
ン
ペ
で
競
う
第

22
回
国
際
自
動
制
御
連
盟

航
空
工
学
研
２
位
入
賞

ミ
ニ
ド
ロ
ー
ン
世
界
大
会
　▼
　ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
競
技

河
口
の
盤ば

ん

洲ず

干
潟
か
ら
、
腐

植
物
質
を
介
し
て
多
量
の
ミ

ネ
ラ
ル
が
海
域
へ
と
安
定
輸

送
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
。

　
矢
沢
准
教
授
は
、
産
生
さ

れ
る
腐
植
物
質
を
、
現
在
の

地
球
環
境
や
生
態
系
に
重
要

な
役
目
を
持
つ
万
能
物
質
と

捉
え
、
地
球
の
荒
漠
化
土
壌

の
改
良
、
さ
ら
に
宇
宙
農
業

へ
の
利
用
も
視
野
に
研
究
を

続
け
て
い
る
。

ー
ム
が
実
装
ラ
ウ
ン
ド
に
進

む
。

　
過
去
の
大
会
は
日
本
チ
ー

ム
だ
け
で
行
わ
れ
た
が
、
今

回
は
世
界
か
ら
の
参
加
が
可

能
と
な
り
、
約
１
４
０
チ
ー

ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
実
装

ラ
ウ
ン
ド
へ
は
７
チ
ー
ム

が
進
出
し
た
。
し
か
し
大

会
中
に
、
会
場
全
体
で
ド

ロ

ー

ン

の 

Bluetooth 

が
つ
な
が
ら

な
く
な
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト

が
あ
り
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
順
位

を

決

定

し

た
。

　
コ
ン
ペ
結

果

１
位
・

ソ

ウ

ル

大

（
韓
国
）
▽

２
位
・
本
学

▽
３
位
・
東

京
大 

、
法

政
大
、
東
京

工
業
大
（
以
上
日
本
）、
ス

タ
ヴ
ァ
ン
ゲ
ル
大
（
ノ
ル
ウ

ェ
ー
）
、
ウ
ー
ス
タ
ー
工
科

大
（
米
国
）。

　
小
川
さ
ん
は
「
頑
張
っ
た

分
だ
け
喜
び
も
大
き
か
っ
た

で
す
。
２
位
と
い
う
結
果
は

少
し
心
残
り
で
す
が
、
こ
の

経
験
を
生
か
し
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

(左から)小川さん、中山さん、玉井さん、山本さん

開発した低重力下での超高速度衝突実験装置
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　「CIT 
Brains

」
は
、
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
を
主

体
に
有
志
で
組
織
し
て
い
る

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト

開
発
チ
ー
ム
。
06
年
の
チ
ー

ム
結
成
以
来
、
林
原
靖
男
教

授
の
指
導
の
下
、
毎
年
ロ
ボ

カ
ッ
プ
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
戦
績
は
、
14

年
ブ
ラ
ジ
ル
、
15
年
中
国
、

バ

ー

チ

ャ

ル

（
２
０
２
１
／

２
０
２
２
）、

22
年
タ
イ
の
各

大
会
サ
ッ
カ
ー

・
キ
ッ
ド
サ
イ

ズ

部

門

で

優

勝
。
16
、
17
、

19
年
は
同
部
門

で

３

位

に

入

賞
。
一
方
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
21
年

６
月
の
大
会
で
は
、
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
の
優
秀
さ
を
競
う
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ
・
ベ

ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
モ
デ
ル
賞

部
門
で
２
位
に
入
賞
し
て
い

る
。

　
今
回
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド

・
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
に
は

10
カ
国
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参

加
。
本
学
のCIT Brains

は

林
原
教
授
と
学
生
５
人
が
出

場
し
た
。「
４
機
対
４
機
」

で
は
、
準
決
勝
ま
で
ど
の
試

合
も
本
学
が
大
差
で
勝
利
。

　
決
勝
戦
で
は
昨
年
優
勝
を

争
っ
た
フ
ラ
ン
ス
のRhoban

と
対
戦
し
た
。
決
勝
戦
前
半

は
２
対
２
の
接
戦
。
し
か

し
、
後
半
は
昨
年
の
雪
辱
に

燃
え
た
相
手
の
戦
術
が
優
っ

　
日
本
機
械
学
会
関
東
支
部

の
第
29
期
講
演
会
（
３
月

16
、
17
日
に
ウ
ェ
ブ
開
催
）

で
、
金
属
材
料
の
強
度
特
性

や
寿
命
を
研
究
す
る
髙
橋
勇ゆ

う

乃だ
い

さ
ん
（
受
賞
時
・
機
械
工

学
専
攻
修
士
２
年
、
緒
方
隆

志
研
究
室

写
真
）
が
「
ハ

ス
テ
ロ
イ
Ⅹ
の
多
軸
応
力
勾

配
下
に
お
け
る
ク
リ
ー
プ
変

形
と
結
晶
方
位
差
の
関
係
」

を
発
表
し
、
若
手
優
秀
講
演

フ
ェ
ロ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

７
月
５
日
に
結
果
が
公
表
さ

れ
た
。

金
属
変
形
検
出
で
き
る
相
関
式

緒
方
研
・
髙
橋
さ
ん
　▼
　

機
械
学
会
支
部
で
受
賞

　
日
本
音
響
学
会
の
２
０
２

３
年
春
季
研
究
発
表
会
（
３

月
15
〜
17
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
）
で
、
中
村
風
香
さ
ん 

（
受
賞
時
・
知
能
メ
デ
ィ
ア

工
学
科
４
年
、
現
知
能
メ
デ

ィ
ア
工
学
専
攻
修
士
１
年
、

飯
田
一
博
研
究
室

写
真
）

が
「
正
中
面
の
Ｐ
Ｎ
Ｐ
モ
デ

ル
に
よ
る
全
天
空
個
人
化
頭

部
伝
達
関
数
の
生
成
」
を
発

表
し
、
６
月
８
日
、
学
生
優

秀
発
表
賞
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
中
村
さ
ん
は
飯
田
研
で
音

の
空
間
知
覚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

な
ど
を
研
究
。
頭
部
伝
達
関

数
を
用
い
る
と
音
の
方
向
を

定
位
で
き
る
が
、
頭
部
伝
達

関
数
に
は
個
人
差
が
あ
る
。

　
聴
取
者
に
適
合
す
る
頭
部

伝
達
関
数
を
提
供
す
る
た
め

中
村
さ
ん
は
、
全
天
空
の
任

意
の
３
次
元
方
向
に
対
す
る

個
人
化
頭
部
伝
達
関
数
を
生

成
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
計

算
式
）
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
音

像
定
位
実
験
で
、
生
成
し
た

個
人
化
頭
部
伝
達
関
数
の
精

度
を
検
証
し
た
。

　
ア
プ
リ
開
発
は
実
用
化
を

意
識
。
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に

試
用
し
て
も
ら
い
、
そ
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
改
良

を
続
け
て
い
き
た
い
と
い

う
。

　
中
村
さ
ん
は
「
研
究
に
対

す
る
姿
勢
と
成
果
を
評
価
し

３次元
音響　提供へ

３
次
元
音
響

提
供
へ

頭
部
伝
達
関
数
を
個
人
化

中
村
さ
ん
　▼
　

学
生
優
秀
発
表
賞

　
港
湾
区
域（
水
域
）面
積
で

全
国
首
位
、
貨
物
取
扱
量
で

有
数
の
千
葉
港
の
魅
力
を
発

信
し
よ
う
と
親
善
大
使
を
選

ぶ
「
２
０
２
３
ち
ば
ポ
ー
ト

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
」（
千
葉
港
振
興
協

会
、
千
葉
日
報
社
主
催
）
の

最
終
審
査
が
７
月
８
日
、
オ

ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
（
千
葉

市
中
央
区
）
で
行
わ
れ
、
新

ポ
ー
ト
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
５
人

が
決
定
。
こ
れ
ま
で
親
善
大

使
は
す
べ
て
女
性
が
務
め
て

い
た
が
、
本
学
の
大
坪
夏
己

さ
ん

写
真
右
端

が
、
初

め
て
男
性
と
し
て
選
ば
れ

た
。

　
大
坪
さ
ん
は
今
年
入
学
し

た
生
命
科
学
科
の
１
年
生
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
転
写
や
翻
訳
な
ど
生

命
科
学
の
本
質
的
機
能
に
興

味
を
持
ち
、
勉
学
に
励
む
。

　「
千
葉
県
や
千
葉
港
の
魅

力
を
大
勢
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
お
手
伝
い
を
し
、
自
分

も
地
元
と
千
葉
港
を
よ
り
好

き
に
な
り
た
い
と
思
い
、
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
に
応
募
し
ま
し

た
」
と
話
し
、「
初
の
男
性

親
善
大
使
と
し
て
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　「
ち
ば
ポ
ー
ト
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
は
任
期
１
年
。
自
治

体
に
表
敬
訪
問
し
た
り
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、

千
葉
港
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
地
元
盛
り
上
げ
に
一
役
買

う
。

初
の
男
性〝
千
葉
港
親
善
大
使
〞

生
命
科
学
科
・
大
坪
さ
ん
　▼　
地
元
を
好
き
に
な
り
た
い

CIT Brains準Ｖ

㊤ 人型自律ロボットを調整するメンバーたち

㊦ 来年へ闘志を燃やすCIT Brainsチーム

　
耐
食
性
に
優
れ
高
温
に
強

い
の
で
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
動

翼
な
ど
に
使
わ
れ
る
ニ
ッ
ケ

ル
基
超
合
金
ハ
ス
テ
ロ
イ
Ⅹ

を
対
象
に
、
高
温
強
度
（
ク

リ
ー
プ
）
試
験
、
電
子
顕
微

鏡
観
察
、
結
晶
方
位
差
計
測

と
有
限
要
素
応
力
解
析
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
複
雑
な

応
力
状
態
で
生
じ
る
変
形
の

進
行
と
結
晶
方
位
差
の
変
化

と
の
間
の
相
関
関
係
を
示
す

式
を
導
出
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
動
翼
な
ど

の
局
所
領
域
で
結
晶
方
位
差

を
計
測
す
る
こ
と
で
、
同
部

位
の
変
形
の
進
行
度
合
い
を

検
出
で
き
る
可
能
性
が
示
さ

れ
た
。

　
結
晶
方
位
差
を
精
度
よ
く

計
測
す
る
の
に
不
可
欠
な
傷

の
な
い
試
料
表
面
の
作
製

や
、
計
測
時
の
走
査
型
電
子

顕
微
鏡
の
調
整
に
苦
労
し
た

と
い
う
。

　
髙
橋
さ
ん
は
「
受
賞
す
る

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
非
常

に
驚
き
ま
し
た
。
大
変
う
れ

し
い
気
持
ち
で
す
。
研
究
室

の
同
期
生
と
、
丁
寧
で
熱
心

な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
緒

方
先
生
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
感
想
を

語
っ
た
。

て
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し

い
で
す
。
徹
底
的
に
議
論
し

て
く
だ
さ
っ
た
飯
田
先
生
に

と
て
も
感
謝
し
て
お
り
、
今

後
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
寄
せ
た
。

’ロボカップ　23フランス大会
　
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
大
会
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
２
３
」
が
７
月

４
〜
10
日
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
ボ
ル
ド
ー
の
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
本

学
チ
ー
ム
「CIT 

Brains

」
が
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ
・
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
「（
４

機
対
４
機
）
で
準
優
勝
し
た
。
４
チ
ー
ム
同
士
が
合
同
で
戦
い
得
点
を
競
う
「
ド
ロ
ッ
プ

イ
ン
」
で
も
準
優
勝
。
技
術
力
を
競
う
「
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
は
３
位
入
賞
を

果
た
し
、
千
葉
工
大
の
高
い
技
術
力
を
改
め
て
世
界
に
示
し
た
。

キ
ッ
ド
サ
イ
ズ

　

・
サ
ッ
カ
ー

て
２
対
５
で
敗
れ
た
。

　
　
来
期
に
向
け

　
　優
勝
目
指
す

　
参
加
し
た
桑
野
雅
久
さ
ん

（
未
ロ
ボ
専
攻
修
士
２
年
）

に
よ
れ
ば
、
昨
年
の
大
会
で

CIT Brains

が
世
界
で
初
め

て
披
露
し
優
勝
の
決
め
手
と

な
っ
た
「
ク
ロ
ス
キ
ッ
ク
」

をRhoban

が
真
似
て
強
化
し

た
上
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
素
早
く

蹴
る
体
勢
に
移
れ
る
よ
う
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
改
良
し
た
こ

と
で
惜
敗
し
た
と
い
う
。

　
ク
ロ
ス
キ
ッ
ク
は
、CIT 

Brains

が
昨
年
ロ
ボ
ッ
ト
を

新
た
に
製
作
し
て
関
節
の
自

由
度
を
上
げ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
斜
め
に
蹴
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
実
現
し
た
戦

術
。
本
学
は
こ
れ
に
加
え

て
、
今
年
は
２
機
が
連
動
し

て
攻
め
上
が
る
戦
術
で
挑
ん

だ
が
「
後
半
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

思
う
よ
う
に
動
か
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
」
と
桑
野
さ
ん
。

　CIT Brains

は
来
年
の
優

勝
奪
還
を
誓
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
久
保

寺
真
仁
さ
ん
（
同
修
士
１

年
）
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
中
の

回
路
を
総
入
れ
替
え
し
た

が
、
フ
ル
に
活
用
す
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
」
点
を
挙
げ

る
。
野
口
裕
貴
さ
ん
（
同
）

は
「
セ
ン
サ
ー
値
を
取
っ

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
状
態
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
可
視
化
で
き

る
よ
う
に
で
き
れ
ば
、
戦
術

の
検
証
が
で
き
る
」
と
具
体

的
に
改
良
点
を
提
案
す
る
。

　
ロ
ボ
カ
ッ
プ
の
目
標
は
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
人
間
と

の
サ
ッ
カ
ー
戦
で
勝
つ
こ

と
。
そ
の
た
め
ロ
ボ
ッ
ト
の

設
計
図
は
無
償
で
公
開
し
、

各
国
チ
ー
ム
が
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し

あ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
先

導
役
を
務
め
るCIT Brains

は
、
早
く
も
来
年
の
オ
ラ
ン

ダ
大
会
を
見
据
え
て
い
る
。

■　

参
加
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

　
桑
野
雅
久
（
未
ロ
ボ
専
攻
修
士
２
年
）、
井

上
叡
、
久
保
寺
真
仁
、
野
口
裕
貴
、
横
尾
陸

（
同
修
士
１
年
）、
林
原
靖
男
（
引
率
教
員
）
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９
月
２
・
３
日
に
Ｐ
Ｐ
Ａ

地
区
懇
談
会
に
参
加
い
た
し

ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
と

対
面
で
の
面
談
を
通
じ
て
、

ご
子
女
の
大
学
で
の
様
子
の

一
端
を
お
伝
え
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
各
地
区
で
同
窓

会
支
部
役
員
の
方
々
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
保
護
者
、

教
職
員
も
交
え
て
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
お
話
を
す
る
時
間

を
も
て
ま
し
た
。
地
区
懇
談

会
に
は
じ
め
て
ご
参
加
さ
れ

た
保
護
者
の
方
か
ら
は
「
こ

ん
な
に
和
や
か
な
集
ま
り
と

は
予
想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
の
ご
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
以
前
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
下
で
電
話
で
の
個

別
面
談
に
参
加
さ
れ
た
と
い

う
方
か
ら
は
「
対
面
で
話
を

で
き
る
機
会
が
あ
る
と
ほ
っ

と
し
ま
す
ね
」
と
い
う
お
言

葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

め
て
対
面
で
の
懇
談
の
機
会

を
設
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち

教
職
員
一
同
が
新
習
志
野
や

津
田
沼
の
風
を
ま
と
い
な
が

ら
、
各
地
区
へ
訪
問
で
き
、

保
護
者
の
方
々
に
大
学
の
空

気
を
少
し
で
も
お
届
け
で
き

た
の
か
も
な
、
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
こ

の
懇
談
の
機
会
に
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
た
大
学
へ
の
期

待
や
希
望
を
し
っ
か
り
と
持

ち
帰
り
、
学
生
の
修
学
や
大

学
生
活
の
支
援
に
し
っ
か
り

と
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
強
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

          

　
山
崎
　
　
治

　
８
月
31
日
は
満
月
。
な
ん

と
、
２
０
２
３
年
の
な
か
で

は
最
も
地
球
か
ら
近
い
満

月
、
最
も
大
き
く
見
え
る

「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
」
だ
っ

た
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
８
月
２
回
目
の
満

月
と
い
う
こ
と
で
、「
ブ
ル

ー
ム
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
、
ネ
ッ
ト
で
話
題
に
な

っ
て
い
た
。
１
カ
月
に
２
回

満
月
が
起
こ
る
の
は
２
〜
３

年
に
１
度
の
こ
と
。
な
か
な

か
貴
重
な
「
お
月
様
」
だ
っ

た
の
だ
と
改
め
て
気
づ
く
。

　
満
月
は
、
占
星
術
の
世
界

で
は
「
物
事
が
一
定
の
レ
ベ

ル
ま
で
到
達
し
、
振
り
返
り

と
調
整
を
行
う
タ
イ
ミ
ン

グ
」
と
の
こ
と
。
せ
っ
か
く

な
の
で
、
い
い
夏
を
過
ご
せ

た
か
振
り
返
っ
て
み
る
と

…
…
。

　
◇
娘
が
カ
ン
フ
ー
の
大
会

に
出
場
◇
通
っ
て
い
た
カ
ン

フ
ー
ク
ラ
ブ
が
廃
部
◇
新
し

い
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ
に
移
籍

◇
家
族
で
実
家
御
宿
ラ
イ
フ

を
満
喫
◇
娘
の
高
校
の
宿
題

期
日
ま
で
に
終
了
◇
息
子
が

バ
イ
ト
中
に
靭じ

ん

帯た
い

損
傷
…
…

良
く
も
悪
く
も
盛
り
だ
く
さ

ん
（
苦
笑
）。

　
大
き
く
輝
く
満
月
に
は
、

何
か
そ
わ
そ
わ
す
る
よ
う
な

神
秘
的
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
。

翌
月
の
満
月
で
は
、
も
う
少

し
余
裕
を
も
っ
て
振
り
返
り

を
し
て
み
よ
う
！
と
誓
っ
た

夏
休
み
の
終
わ
り
。

　
入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
９
月
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
、
夏
休
み
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
高
校

野
球
で
は
、
よ
う
や
く
今
年

か
ら
賑
や
か
な
応
援
が
復
活

し
ま
し
た
。
高
校
野
球
が
好

き
な
私
は
、
開
催
期
間
中

は
、
毎
日
、
試
合
の
結
果
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
や
中
継

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
会
は
、
１
日
４
試
合
が
開

催
さ
れ
る
１
回
戦
か
ら
、

準
々
決
勝
、準
決
勝
、決
勝
と

試
合
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。ま
た
、近
年
は
後
半

に
試
合
が
無
い
日
が
設
定
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
、
試
合
数
が
段
階
的

に
少
な
く
な
っ
て
い
く
具
合

が
絶
妙
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。
高
校
野
球
中
心
の
生
活

か
ら
、
少
し
ず
つ
フ
ェ
ー
ド

ア
ウ
ト
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
高
校
野

球
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
急

に
寂
し
く
感
じ
ま
す
が
、
そ

の
頃
に
は
８
月
も
後
半
に
な

っ
て
お
り
、
夏
休
み
明
け
に

向
け
て
気
持
ち
を
切
り
替
え

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　
後
期
授
業
開
始
ま
で
、
あ

と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

充
実
し
た
後
期
が
過
ご
せ
ま

す
よ
う
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

　
ン
ト
学
科
　
下
田
　
　
篤

　
今
年
２
回
目
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
８
月
５
日

（
土
）、
新
習
志
野
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
６
月

に
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
１
回
目
（
来
場
者
３

１
６
９
人
）
と
同
様
、
今
年

度
は
入
場
制
限
な
し
の
イ
ベ

ン
ト
。
夏
休
み
中
で
も
あ
り

関
東
圏
外
か
ら
も
多
く
の
高

校
生
や
父
母
た
ち
が
訪
れ
、

来
場
者
は
約
５
５
０
０
人
と

な
っ
た
。

　
学
び
体
験
や
展
示

　学
内
に
活
気
戻
る

　
メ
イ
ン
は
「
入
試
ガ
イ
ダ

ン
ス
（
総
合
型
・
推
薦
）、

（
一
般
）」
と
「
学
部
学
科

全
体
説
明
会
」。
と
も
に

続
々
と
満
席
に
な
っ
た
た
め

２
次
開
場
を
増
設
し
て
対

応
。
高
校
生
ら
は
千
葉
工
大

の
特
色
や
入
試
を
詳
し
く
知

ろ
う
と
詰
め
か
け
、
立
ち
見

姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　
学
科
別
総
合
型
選
抜
説
明

会
で
は
、
間
近
に
迫

っ
た
総
合
型
の
入
試

対
策
が
説
明
さ
れ
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

　
体
育
館
で
は
全
17

学
科
が
「
学
び
体

験
」
を
展
開
。
研
究

内
容
を
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
よ
う
と
展

示
物
や
体
験
授
業
を

工
夫
し
、
各
学
科
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
未

来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
の
松
澤

孝
明
研
究
員
が
、
災
害
対
応

ロ
ボ
ッ
ト
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
。
迫
力
あ
る
ロ
ボ

ッ
ト
の
動
き
や
説
明
に
来
場

者
が
集
ま
っ
た
。

　
大
学
１
、
２
年
時
の
学
び

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
用
意

さ
れ
た
「
新
習
志
野
か
ら
は

じ
め
よ
う
！
」
で
は
、
教
育

セ
ン
タ
ー
の
教
員
た
ち
が
、

大
学
に
入
っ
て
か
ら
必
要
な

基
礎
科
目
や
学
び
に
つ
い
て

説
明
し
、
入
学
後
の
大
学
生

活
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
た
と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
効
率

的
に
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
は
変
わ
ら
ぬ
人
気

で
、
在
学
生
が
中
心
と
な
っ

て
案
内
。
熱
中
症
、
感
染
症

対
策
に
も
気
を
使
い
な
が
ら

丁
寧
に
対
応
し
た
。
学
生
寮

ツ
ア
ー
で
は
、
寮
生
の
部
屋

を
一
部
公
開
。
入
学
後
の
生

活
ぶ
り
が
知
れ
て
保
護
者
ら

は
安
心
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　
学
生
生
活
の
本
音
が
聞
け

る
「
在
学
生
に
き
い
て
み
よ

う
」、
女
子
高
校
生
の
質
問

に
本
学
女
子
が
答
え
る
「
チ

バ
テ
ク
コ
の
部
屋
」
も
人

気
。
保
護
者
か
ら
は
「
学
生

さ
ん
の
丁
寧
な
説
明
が
印
象

的
。
入
学
後
、
先
輩
方
の
よ

う
な
千
葉
工
大
生
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
…
…
」

の
声
も
。
入
学
試
験
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
こ
う

と
、
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

は
高
校
生
や
父
母
の
列
が
で

き
て
い
た
。

　
感
想
ア
ン
ケ
ー
ト
を
募
る

と
、「
暑
い
中
、
冷
た
い
水

の
配
慮
が
あ
り
が
た
い
」

「
校
舎
が
広
々
と
し
て
回
る

の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
充
実

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が

期
待
で
き
そ
う
」「
大
学
に

来
て
、
学
科
の
特
徴
が
わ
か

っ
た
」「
ぜ
ひ
、
入
学
し
た

く
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

夏
休
み
生
徒
ら
で
満
杯

８
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

朝早くから大勢の来場者が並んだ

新
習
志
野
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
コ
ー
ナ
ー

学び体験・来春新設される認知情報科学科

学び体験・未来ロボティクス学科

チバテクコの部屋

学び体験・機械電子創成工学科

会場を増やして対応した学部学科説明会


